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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｒ，Ｇ，及びＢのベイヤー配列のカラーフィルタで分離される光学像をＲ，Ｇ，及びＢ
の電気信号に変換する撮像素子と、
　前記撮像素子から出力されたＲ，Ｇ，及びＢの画像信号をデジタル画像データに変換す
るＡ／Ｄ変換手段と、
　前記Ｒ，Ｇ，及びＢのデジタル画像データを色補間する色補間手段と、
　前記色補間手段により色補間されたデジタル画像データを輝度成分データと色差成分デ
ータとに分離する分離手段と、
　前記分離手段によって分離された輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換
する画像サイズ変換手段と、
　前記画像サイズ変換手段によって変換された輝度成分データと色差成分データとのタイ
ミングを調整して前記ベイヤー配列のＧの位置に前記輝度成分データを再配列し前記ベイ
ヤー配列のＲとＢの位置に前記色差成分データを再配列する再配列手段と、
　前記再配列手段により再配列された輝度成分データと色差成分データを圧縮して圧縮デ
ータを生成する圧縮手段と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記圧縮手段は、可逆圧縮することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
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　前記画像サイズ変換手段によりサイズ変換された前記輝度成分データを間引きせずに、
色差成分データを間引きする間引き手段をさらに具備し、前記再配列手段は、前記間引き
手段により間引かれたデータの再配列を行うことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置
。
【請求項４】
　前記輝度成分データと色差成分データは、Ｙ、Ｃｂ、Ｃｒ信号であることを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記分離手段によって分離された輝度成分データと色差成分データに画像処理を行なう
画像処理手段と、
　前記画像処理手段によって画像処理された輝度成分データと色差成分データに非可逆Ｊ
ＰＥＧ圧縮を行なったＪＰＥＧ圧縮画像データを生成するＪＰＥＧ圧縮手段と、
　前記圧縮手段によって生成された圧縮データと、前記ＪＰＥＧ圧縮手段によって生成さ
れたＪＰＥＧ圧縮画像データとを記憶媒体に格納する記憶手段とをさらに具備することを
特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　Ｒ，Ｇ，及びＢのベイヤー配列のカラーフィルタで分離される光学像をＲ，Ｇ，及びＢ
の電気信号に変換する撮像素子から出力されたＲ，Ｇ，及びＢの画像信号をデジタル画像
データに変換するＡ／Ｄ変換工程と、
　前記Ｒ，Ｇ，及びＢのデジタル画像データを色補間する色補間工程と、
　前記色補間工程において色補間されたデジタル画像データを輝度成分データと色差成分
データとに分離する分離工程と、
　前記分離工程において分離された輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換
する画像サイズ変換工程と、
　前記画像サイズ変換工程において変換された輝度成分データと色差成分データとのタイ
ミングを調整して前記ベイヤー配列のＧの位置に前記輝度成分データを再配列し前記ベイ
ヤー配列のＲとＢの位置に前記色差成分データを再配列する再配列工程と、
　前記再配列工程において再配列された輝度成分データと色差成分データを圧縮する圧縮
工程と、
を具備することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像した画像データをリサイズ（解像度変換）する技術に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、デジタルカメラの生成するファイルには２種類あることが一般によく知られ
ている。１つは、デジタルカメラ内で画像処理が行われた後の画像で、ＪＰＥＧもしくは
、ＴＩＦＦといった形式の汎用的な画像表示ビューワで開くことが出来るファイル形式で
ある。もう１つは、撮像条件に関する画像処理を施さずに撮像時の２次元配列のセンサ出
力をそのまま記録したＲＡＷ形式と呼ばれるファイル形式である。ＲＡＷ形式のファイル
の特徴は、カメラ外部のアプリケーションで撮像条件に関する画像処理を行うため、さま
ざまなパラメータを撮影時とは異なる設定にして再現像することが出来ることである（例
えば、特許文献１を参照）。
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【０００３】
　しかしながら、ＲＡＷ形式の画像ファイルは、可逆圧縮したデータであるため、一般的
にＪＰＥＧ形式やＴＩＦＦ形式のファイルよりファイルサイズが大きくなってしまう。Ｊ
ＰＥＧ圧縮したくない場合や、光源の状態の推測が難しく、後で調整したい場合などには
、ＲＡＷ形式のファイルが有効である。
【０００４】
　なお、従来のデジタルカメラには、１回の撮像で、ＲＡＷ形式の画像データとＪＰＥＧ
形式の画像データの双方を生成するものがあり、図８は、ＲＡＷ形式の画像データとＪＰ
ＥＧ形式の画像データを生成するブロック構成を示す図である。
【０００５】
　撮像素子から出力されＡ／Ｄ変換されたデジタル画像データには、まずホワイトバラン
ス処理回路７ｂ１においてホワイトバランス係数が掛けられ、ホワイトバランスがとられ
る。ホワイトバランスがとられた画像データは、色補間回路７ｂ２において色補間され、
Ｒ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）が格子状に配列されたパターン（例えばベイヤー配列）のデー
タから、ＲＧＢの３プレーンが作り出される。次に、ＲＧＢの３プレーンが揃った画像デ
ータは、マスキング処理回路７ｂ３において、例えば、３×３のマトリクス演算等で色の
最適化が行なわれ、ガンマ変換回路７ｂ４でガンマ変換される。次に、ガンマ変換された
画像データは、ＹＵＶ変換回路７ｂ５において、ＲＧＢ信号から、偽色処理やエッジ強調
を行なうためのＹＵＶという輝度成分と色差成分の信号に変換される。
【０００６】
　通常のＪＰＥＧ画像を作成する場合は、ＹＵＶ変換された信号の内の輝度成分であるＹ
信号は、エッジ強調回路７ｂ９でエッジ強調される。また、ＹＵＶ変換された信号の内の
色差成分であるＵＶ信号は、メディアンフィルタ回路７ｂ８でメディアンフィルタをかけ
られる。最後に、整ったＹＵＶのデータはＪＰＥＧ圧縮回路７ｅでＪＰＥＧ圧縮される。
【０００７】
　一方、デジタル画像データは、ホワイトバランス回路以降の回路を通らずに、直接可逆
圧縮回路７ｄにも供給され、可逆圧縮が行なわれる。これにより、ＲＡＷ形式の画像デー
タが作られる。
【特許文献１】特開２００４－１２８８０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、ＲＡＷ形式のファイルは、図４に示すように、常にセンサーの画素数分
のデータを持つため、画像の用途に応じて、簡単にはファイルサイズを小さくして使うこ
とが出来ない。デジタルカメラの画素数が増えていけばＲＡＷ形式のファイルのサイズも
増大するが、センサーの２次元配列は、ベイヤー配列と呼ばれるＲＧＢの千鳥格子の並び
が多く、そのままではＲＧＢの３プレーンのデータのようには画素数を減らすことが出来
ない。さらに、単純にベイヤー配列のままリサイズを行い、同じ配列に戻そうとすると、
現像後のモアレや、偽色がリサイズ前に比べて多くなり、画質を劣化させてしまう。
【０００９】
　従って、本発明は上述した課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、リサイズし
た画像を得るに当たり、リサイズした画像の偽色やモアレ等の画質の劣化を低減すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係わる撮像装置は、Ｒ，Ｇ，
及びＢのベイヤー配列のカラーフィルタで分離される光学像をＲ，Ｇ，及びＢの電気信号
に変換する撮像素子と、前記撮像素子から出力されたＲ，Ｇ，及びＢの画像信号をデジタ
ル画像データに変換するＡ／Ｄ変換手段と、前記Ｒ，Ｇ，及びＢのデジタル画像データを
色補間する色補間手段と、前記色補間手段により色補間されたデジタル画像データを輝度
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成分データと色差成分データとに分離する分離手段と、前記分離手段によって分離された
輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換する画像サイズ変換手段と、前記画
像サイズ変換手段によって変換された輝度成分データと色差成分データとのタイミングを
調整して前記ベイヤー配列のＧの位置に前記輝度成分データを再配列し前記ベイヤー配列
のＲとＢの位置に前記色差成分データを再配列する再配列手段と、前記再配列手段により
再配列された輝度成分データと色差成分データを圧縮して圧縮データを生成する圧縮手段
と、を具備することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係わる画像処理方法は、Ｒ，Ｇ，及びＢのベイヤー配列のカラーフィル
タで分離される光学像をＲ，Ｇ，及びＢの電気信号に変換する撮像素子から出力されたＲ
，Ｇ，及びＢの画像信号をデジタル画像データに変換するＡ／Ｄ変換工程と、前記Ｒ，Ｇ
，及びＢのデジタル画像データを色補間する色補間工程と、前記色補間工程において色補
間されたデジタル画像データを輝度成分データと色差成分データとに分離する分離工程と
、前記分離工程において分離された輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換
する画像サイズ変換工程と、前記画像サイズ変換工程において変換された輝度成分データ
と色差成分データとのタイミングを調整して前記ベイヤー配列のＧの位置に前記輝度成分
データを再配列し前記ベイヤー配列のＲとＢの位置に前記色差成分データを再配列する再
配列工程と、前記再配列工程において再配列された輝度成分データと色差成分データを圧
縮する圧縮工程と、を具備することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係わるプログラムは、上記の画像処理方法をコンピュータに実行させる
ことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係わる記憶媒体は、上記のプログラムを記憶したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、リサイズした画像を得るに当たり、リサイズした画像の画質の劣化を
低減することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わるデジタルカメラの構成を示すブロック図であ
る。
【００１７】
　撮影レンズ１を通ってきた光は、赤外カットフィルタ２及び光学ＬＰＦ（ローパスフィ
ルタ）３を通過し、撮像素子４（以下ＣＣＤと呼ぶ）に結像される。
【００１８】
　ＣＣＤ４の受光面にはフォトダイオードを用いた光電変換センサが平面的に配置されて
おり、各センサに対して、１色のカラー、例えば、Ｒ（赤）・Ｇ(緑)・Ｂ（青）の原色カ
ラーフィルタが所定の配列で配置されている。なお、本実施形態では、カラーフィルタを
用いて光をＲＧＢの３色の成分に分離しているが、例えば、撮像素子を複数枚（例えば３
枚）用いて、各撮像素子に対して１色を割り当てる形態も可能である。
【００１９】
　ＣＣＤ４に結像された光は、各センサにおいて、入射光量に応じた量の電荷に変換され
る。
【００２０】
　タイミングジェネレータ１６が発生する信号は、水平駆動用ドライバ１７と垂直駆動用
ドライバ１８に供給される。そして、水平駆動用ドライバ１７と垂直駆動用ドライバ１８
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によりＣＣＤ４が駆動され、センサに蓄積された電荷が転送され、その電荷が順次電圧信
号に変換されて、ＣＣＤ４から出力される。
【００２１】
　ＣＣＤ４から出力された電圧信号は、相関二重サンプリング回路５（以下ＣＤＳと呼ぶ
）でサンプリングされ、Ａ／Ｄ変換器６でデジタル信号に変換される。
【００２２】
　デジタル信号に変換された画像データは、画像処理ＩＣ７に入力され、まず、ホワイト
バランスをとるためのデータを算出するＷＢ（ホワイトバランス）回路７ａに入力され、
ＷＢ回路７ａからの出力画像データが第１のメモリ８に一旦格納される。
【００２３】
　第１のメモリ８に格納されたデータは、再び画像処理ＩＣ７に入力され、３つの画像処
理を施される。
【００２４】
　まず、デジタル信号に変換された画像データは、そのまま可逆圧縮（ロスレス圧縮）を
かける可逆圧縮回路７ｄに入力される。そして、可逆圧縮回路７ｄにおいて可逆圧縮され
、可逆圧縮されたＲＡＷデータが、ＣＰＵバス１０に送り出される。
【００２５】
　また、デジタル信号に変換された画像データは、ＲＡＷサムネイル回路７ｃにも入力さ
れる。ＲＡＷサムネイル回路７ｃでは、例えば図２Ａに示すように、ＲＡＷデータをブロ
ック内平均し、そこから間引くことによってダウンサンプリングし、元の画像サイズより
小さいサムネイル画像データを生成する。ＲＡＷサムネイル回路７ｃから出力されたサム
ネイル画像データは、ＣＰＵバス１０に送られる。
【００２６】
　なお、ＲＡＷサムネイルデータを生成する方法には、他に図２Ｂに示すような方法もあ
る。すなわち、ＲＡＷデータにＬＰＦ（ローパスフィルタ）をかけた後に間引き、元の画
像サイズよりも小さいサムネイル画像データを生成する方法である。
【００２７】
　このようにＲＡＷデータを非可逆圧縮せずに間引いてサムネイル画像データを生成する
ことにより、カメラの液晶表示部又はＰＣ（パーソナルコンピュータ）などに表示するサ
ムネイル画像も高画質にすることができる。
【００２８】
　また、デジタル信号に変換された画像データは、画像処理回路７ｂにも入力される。Ｒ
ＧＢの画像データは、画像処理回路７ｂにおいてＹＣｂＣｒ信号に変換されるとともに、
ラスタブロック変換されて、ＪＰＥＧ圧縮回路７ｅでＪＰＥＧ圧縮される。ＪＰＥＧ圧縮
回路７ｅから出力されたＪＰＥＧ形式の画像データは、ＣＰＵバス１０に送られる。
【００２９】
　さらに、画像処理回路７ｂの一部の機能を利用してリサイズされた画像データが、可逆
圧縮回路７ｄに送られる。そして、可逆圧縮回路７ｄの出力が、リサイズされたＲＡＷデ
ータ（Ｓｍａｌｌ　ＲＡＷデータ）としてＣＰＵバス１０に送られる。
【００３０】
　ここで、画像処理回路７ｂで行わる画像処理についてさらに詳しく説明する。
【００３１】
　図３は、画像処理回路７ｂにおける画像処理の概要を示すブロック図である。
【００３２】
　第１のメモリ８から入力されたデジタル画像データは、ホワイトバランス回路７ｂ１に
入力される。ホワイトバランス回路７ｂ１では、予めＷＢ回路７ａで算出されたデータに
基づいてＣＰＵ１５で計算されたホワイトバランス係数を画像データに掛ける。もしくは
、予め設定されているホワイトバランス（例えばデイライト、タングステン、蛍光灯等）
の係数を画像データに掛ける。
【００３３】
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　ホワイトバランス回路７ｂ１でホワイトバランスがとられた画像データは、色補間回路
７ｂ２で色補間され、図４に示す様にＲＧＢが格子状に配列されたパターン（例えばベイ
ヤー配列）のデータから、ＲＧＢの３プレーンが作り出される。
【００３４】
　次に、ＲＧＢの３プレーンが揃った画像データは、マスキング処理回路７ｂ３において
、例えば、式（１）に示すような３×３のマトリクス演算等で色の最適化が行われ、ガン
マ変換回路７ｂ４でガンマ変換される。
【００３５】
　　　Ｒ’＝ｍ１１×Ｒ＋ｍ１２×Ｇ＋ｍ１３×Ｂ
　　　Ｇ’＝ｍ２１×Ｒ＋ｍ２２×Ｇ＋ｍ２３×Ｂ　　　　　式（１）
　　　Ｂ’＝ｍ３１×Ｒ＋ｍ３２×Ｇ＋ｍ３３×Ｂ
　次に、ガンマ変換された画像データは、偽色処理や、エッジ強調処理を行なうためにＲ
ＧＢ信号からＹＵＶという輝度成分と色差成分の信号に変換される。
【００３６】
　通常のＪＰＥＧ画像を作成する場合は、ＹＵＶ変換された信号のうちの輝度成分Ｙは、
エッジ強調回路７ｂ９でエッジ強調される。また、ＹＵＶ変換された信号のうちの色差成
分ＵＶは、メディアンフィルタ回路７ｂ８でメディアンフィルタをかけられる。最後に、
整ったＹＵＶのデータはＪＰＥＧ圧縮回路７ｅでＪＰＥＧ圧縮される。
【００３７】
　一方、リサイズされたＲＡＷデータ（Ｓｍｌｌ　ＲＡＷデータ）は、次のように生成さ
れる。
【００３８】
　まず、第１のメモリ８から入力されたデジタル画像データは、ホワイトバランス回路７
ｂ１を未処理（所定の係数をかけることも可能）で通過し、色補間回路７ｂ２で色補間さ
れる。そして、マスキング処理回路７ｂ３、ガンマ変換回路７ｂ４を未処理で通過し、Ｙ
ＵＶ変換回路７ｂ５でＲＧＢ信号からＹＵＶ信号に変換される。ＹＵＶ変換回路７ｂ５か
ら出力された輝度信号Ｙと色差信号ＵＶは、ＬＰＦ（ローパスフィルタ）回路７ｂ６１、
７ｂ６２で２次元ＬＰＦをかけられる。そして、リサイズ回路７ｂ７１、７ｂ７２で、解
像度変換をされる。
【００３９】
　次に、解像度変換されたＵＶデータは、ＬＰＦ／間引き処理回路７ｂ１０で更にＬＰＦ
をかけられ、間引かれる。輝度信号Ｙと間引かれた色差信号ＵＶは、再配列回路７ｂ１１
でタイミングを調整され、たとえば、一般的なＲＡＷデータの様に、図５に示すベイヤー
配列の形に戻すように配列しなおされる。そして、可逆圧縮回路７ｄに送られ可逆圧縮さ
れる。最終的に図６の様に、入力されたＲＧＢのベイヤー配列のデジタル画像データは、
解像度変換されたＹＣｂＣｒのベイヤー配列型に再配列されて可逆圧縮される。この解像
度変換（リサイズ）されたＹＣｂＣｒのベイヤー配列型に再配列されて可逆圧縮されたデ
ータをＳｍａｌｌ ＲＡＷデータと呼ぶことにする。
【００４０】
　このＳｍａｌｌ　ＲＡＷデータは、ベイヤー配列のデータを色補間し、ＲＧＢの３プレ
ーンを生成した後、輝度色差（Ｙ、Ｃｒ、Ｃｂ）成分に変換してＬＰＦをかけることによ
ってリサイズを行っている。そして、その後、色差成分のみを間引くことによって、輝度
成分の情報を保持したまま、ベイヤー配列に再配列するため、偽色やモアレが少なく、解
像力を保ったＳｍａｌｌ　ＲＡＷデータを生成することができる。
【００４１】
　ＣＰＵバス１０に送られた、ＪＰＥＧデータ、可逆圧縮データ（ＲＡＷデータ）、Ｓｍ
ａｌｌ ＲＡＷデータ、ＲＡＷサムネイルデータはそれぞれ、第２のメモリ９に格納され
、各々のファイル形式に変換される。
【００４２】
　次に、ＪＰＥＧデータ、可逆圧縮データ（ＲＡＷデータ）、Ｓｍａｌｌ ＲＡＷデータ
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、ＲＡＷサムネイルデータは、Ｉ／Ｆ回路１３に送られ、コンパクトフラッシュ（登録商
標）等の着脱可能な記憶媒体１４に格納される。
【００４３】
　これらの一連の動作は、ＣＰＵ１５のレリーズスイッチ１９が一度押されることによっ
て、すなわち撮像時に行われる。
【００４４】
　以上説明したように、本実施形態では、撮像装置においてＪＰＥＧデータ、ＲＡＷデー
タの他に、Ｓｍａｌｌ ＲＡＷデータ、ＲＡＷサムネイルデータを生成するようにしてい
る。
【００４５】
　Ｓｍａｌｌ　ＲＡＷデータは、画質の低下の少ない状態で縮小（リサイズ）された画像
データであるため、撮像装置において画像処理パラメータを変えながら画像処理結果を見
る場合などに有効である。すなわち、小さい画像サイズでありながら画質の低下が少ない
画像であるために、画像処理パラメータを変更した場合の効果を撮像装置の液晶表示装置
などの画面上により明瞭に再現することができる。なお、これはＰＣの画面上で見る場合
でも同じことであり、予め画質の低下が少ない状態で縮小した画像データを撮像装置側で
用意しておくことにより、ＰＣ上で画像処理パラメータを変更して処理した場合の効果を
把握することが容易に行なえる。
【００４６】
　また、画質の低下の少ない状態で縮小したＲＡＷサムネイルデータを生成することによ
り、サムネイル表示する画像の画質も向上させることができる。
【００４７】
　（第２の実施形態）
　図７は、本発明の第２の実施形態に係るデジタルカメラの構成を示すブロック図である
。
【００４８】
　この第２の実施形態では、通常のＪＰＥＧ画像を形成する構成は第１の実施形態と同じ
であるが、Ｓｍａｌｌ ＲＡＷデータを生成する構成が異なる。第２の実施形態では、特
に可逆圧縮にこだわらず、ビット数が多いことを利用し、拡張ＪＰＥＧを利用してＳｍａ
ｌｌ ＲＡＷデータを生成する。
【００４９】
　まず、第１のメモリ８から入力されたデジタル画像データは、ホワイトバランス回路７
ｂ１を未処理（所定の係数をかけることも可能）で通過し、色補間回路７ｂ２で色補間さ
れる。そして、マスキング処理回路７ｂ３、ガンマ変換回路７ｂ４を未処理で通過し、Ｙ
ＵＶ変換回路７ｂ５でＲＧＢ信号からＹＵＶ信号に変換される。ＹＵＶ変換回路７ｂ５か
ら出力された輝度信号Ｙと色差信号ＵＶは、ＬＰＦ（ローパスフィルタ）回路７ｂ６１、
７ｂ６２で２次元ＬＰＦをかけられる。そして、リサイズ回路７ｂ７１、７ｂ７２で、解
像度変換をされる。
【００５０】
　次に、解像度変換されたＵＶデータは、ＬＰＦ／間引き処理回路７ｂ１０で更にＬＰＦ
をかけられ、間引かれる。輝度信号Ｙと間引かれた色差信号ＵＶは、再配列回路７ｂ１１
でタイミングを調整され、たとえば、上位１２ビットは、一般的なＪＰＥＧのＹＵＶ４：
２：２の配列の形に戻すように配列しなおされる。そして、拡張ＪＰＥＧ圧縮回路７ｅに
送られＪＰＥＧ圧縮される。また、１２ビットを超えるビット数を持ったデジタルデータ
の場合、下位ビット（たとえば、１４ビットの場合、下位２ビット）は集められて下位ビ
ットパック７ｆでパックされ、ＪＰＥＧとは別に格納される。
【００５１】
　上記の動作を画像全体に対して行なうことによって、Ｓｍａｌｌ ＲＡＷデータが作成
できる。
【００５２】
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　なお、上記の実施形態においては、ＲＡＷデータは、撮像素子から出力された信号をＡ
／Ｄ変換し、Ａ／Ｄ変換後に可逆圧縮したデータであるものとして説明したが、圧縮処理
をしない画像データであっても良い。
【００５３】
　また、ＲＡＷデータは、撮像素子から得られた出力アナログ信号でも良いし、Ａ／Ｄ変
換を施した画像信号に、少なくともホワイトバランス処理を施していない段階のものであ
ってもよい。また、撮像素子から得られたＡ／Ｄ変換を施した画像信号に輝度信号と色信
号に分ける色分離処理をしていない段階のものでもよい。あるいは、ベイヤー配列等の色
フィルタを用いた場合等、色フィルタからの出力信号を色補間処理していない段階のもの
であってもよい。すなわち、撮像素子から出力された信号を再生時の損失がない状態で保
持出来るデータであれば良い。
【００５４】
　また、元のＲＡＷデータを保存することなく、元のＲＡＷデータから作成されたＳｍａ
ｌｌ　ＲＡＷデータのみを保存するようにしてもよい。Ｓｍａｌｌ　ＲＡＷデータは元の
ＲＡＷデータよりもデータ量が少ないため、記録媒体の容量を節約し、多くの画像を記録
することが可能になる。そのため、撮影時の撮影画像データの記録時間を削減することが
でき、カメラの連続撮影可能枚数を増やすことが可能になる。
【００５５】
　また、元のＲＡＷデータとＳｍａｌｌ　ＲＡＷデータを関連付けて保存することも可能
である。その場合は、記録容量は増加するが、元のＲＡＷデータのサイズよりも小さいＳ
ｍａｌｌ　ＲＡＷデータのサイズも保持することによって、ＰＣでのリサイズ処理が不要
になり、利便性が上がる。
【００５６】
　上記の実施形態によれば、上述のようにして画素数が減らされるので、偽色や、モアレ
の発生を防ぐということが出来る。
【００５７】
　また、ＲＡＷサムネイル画像は、ＪＰＥＧ圧縮画像にユーザが任意の画像処理を施す場
合と比べて、画質劣化やデータの損失なく画像処理結果を再生することが出来るものであ
る。また、ＲＡＷサムネイル画像は、ＲＡＷ本画像を縮小したもので、ＲＡＷ本画像より
もデータ容量が小さく、画像処理にかかる時間が短くなるため、ユーザが任意に設定した
画像処理パラメータを反映させた結果をすばやく表示することが出来る。
【００５８】
　（他の実施形態）
　また、各実施形態の目的は、次のような方法によっても達成される。すなわち、前述し
た実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体（また
は記録媒体）を、システムあるいは装置に供給する。そして、そのシステムあるいは装置
のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読
み出し実行する。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した
実施形態の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発
明を構成することになる。また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行する
ことにより、前述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、本発明には次のような場
合も含まれる。すなわち、プログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼働して
いるオペレーティングシステム（ＯＳ）などが実際の処理の一部または全部を行い、その
処理によって前述した実施形態の機能が実現される。
【００５９】
　さらに、次のような場合も本発明に含まれる。すなわち、記憶媒体から読み出されたプ
ログラムコードが、コンピュータに挿入された機能拡張カードやコンピュータに接続され
た機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれる。その後、そのプログラムコードの指示
に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一
部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される。
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【００６０】
　本発明を上記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明した手順に対応す
るプログラムコードが格納されることになる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わるデジタルカメラの構成を示すブロック図である
。
【図２Ａ】本発明の第１の実施形態におけるデータを処理する様子を示す図である。
【図２Ｂ】本発明の第１の実施形態におけるデータを処理する様子を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態における画像処理部の詳細構成を示すブロック図である
。
【図４】本発明の第１の実施形態におけるデータを処理する様子を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態におけるデータを処理する様子を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態におけるデータを処理する様子を示す図である。
【図７】本発明の第２の実施形態における画像処理部の詳細構成を示すブロック図である
。
【図８】従来の画像処理部の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６２】
　４　撮像素子
　７　画像処理ＩＣ
　８　第１のメモリ
　１５　ＣＰＵ
　１４　記録媒体

【図１】 【図２Ａ】
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【図４】 【図５】
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